平成18年度　第4回日本OP協会理事会議事録

開催日時：　平成18年5月13日（土）10:00 ～ 16:30

開催場所：　（株）フォーシーズ本社　5階会議室

出席理事：　占部副会長　国見理事長　神谷理事　奥村理事　浜田理事　河内理事

　濱本理事　　市野理事　　仲野理事　高木理事　埼玉理事　丸田理事　

欠席理事：　荒川理事

出席監事：　周東監事

欠席監事：　赤津監事

議事に先立ち議事録作成者を丸田理事、署名人を神谷理事、河内理事とし、国見理事長が

議長となり審議に入った。

（レース委員会）

議題 1  2006年　全日本選手権　広島
コース設定

レース海面の都合で、変則コースの提案があったが、JODAとしてはIODAの標準コースを維持する方針に変わりは無く、できるだけ標準コースに近いコース設定ができないか再検討することにした。

サポートボート

レスキュー体制時をのぞき、レース中は動かないで、「海上に設定したポンツーン付近に停泊する」との提案は承認された。

レース方式（ゴールド & シルバー方式）

提案は承認されなかった。今後、全日本選手権のスタンダードなレース方式として変更するようであれば、少なくとも2年前には総会にはかり承認を得る必要があるとの認識で一致。

その他

ディビジョン制及びカテゴリーCにてレースを行うことも承認された。

議題 2  2006年OP級ヨットオープン選手権 & 

　　　　U-12 セーリングチャンピオンシップ　和歌山

レース公示案通りで承認された。

議題 3  第22回　全日本OP級チームレース選手権　広島

レース日程が東日本選手権と重なるため、日程調整のうえで最終決定とすることで承認された。

（海外派遣部会）

議題 1  アジア選手権

チームから提出された交付金申請は承認された。

議題 2  アセアン選手権

延期されたアセアン選手権の日程と全日本選手権が重なるため、アセアン選手権に決定している選手に選考会出場の枠を与えるかどうかの議論がなされ、枠は与えないとの決定がなされた。

議題 3  アジア競技大会

2名の参加者について、OP協会としては承認された。JOCの最終決定待ち。

その他の海外派遣チームについては下記が報告された。

ワールド選手権

交付金申請書が十分でないため、整い次第承認とする。

ヨーロッパ選手権

交付金申請書が提出されていないため、保留。

（総務、財務）

議題 1  SSF補助金によるヨット教室実施について

補助金の申請は承認され、教育機関及びジュニアヨットクラブの協力を得て、今年度は4ヵ所で実施の予定（横浜、西宮、広島、別府）。OP級ヨットの普及の一環。

（その他）

2006年度全日本選手権時発生したRRS69条問題について

理事長より現状報告があった。

次回理事会は平成18年9月2日の予定

議事録作成者　丸田　郁朗

確認者　神谷　理事

　　　　河内　理事

